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論文　溶接鉄筋の 橋梁床版 へ の 適用 に 関する研究

平城弘 一 ＊ L ・松井繁之
＊ 2

要 旨 ： 近年 、道 路 橋床版 の 配 筋 作業 が熟練 工 の 不足 の ため危惧 され て い る 。 そ こ で、

本研究で は 、床版に 溶接鉄筋 （鉄筋網ある い は鉄筋格子）を使用 する こ と を提案 し、

設計上問題 とな る 疲労強度を 明確にす る た め、一
連 の 疲 労試 験 を実施 し た。そ の 結果 、

実床版内 の 鉄 筋に 発 生する応 力変動 範囲 に 比 べ て 、溶接鉄筋の疲労 強度は 十分 に 高い

こ と が 明 ら か に さ れ た 。こ れ ら の 試験結果 か ら 、溶接 鉄筋 が実橋 梁床版 に 適用 可 能 で

ある と考え ら れ る 。
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　 1 ，は じめ に

　近年、現場床版 工 事 の 省 力化 は もち ろん、ブレキ ャ ス ト床版 の 工場製作時 も省力化が求め られ

て い る 。そ の 1 つ とし て 、溶接鉄 筋を橋梁床版 に適用する こ と は検討に 値す る 。しか し、わが 国

の こ れ までの道路橋示 方書で は 、 疲労強度が明確に され て い な い た め、溶接鉄筋 の 適用 は認 め ら

れ て い なか っ た 。

一方 、 外国 の 設計規準で ある BS5400，
　 DIN お よび AASHTO で は、こ の 方 面 の

試験デー
タ 、 特 に 長期の 荷重履歴 を受けたデ

ー
タが少 な い と し な が ら も 、イ ギ リ ス で は 溶接鉄筋

の疲労破壊の 適切な確 率 評価 、また ドイ ツ で は特別 の 認証 を 行い 、厳し い 条 件下 で 溶接鉄筋 の 使

用 を認 め て い る 。

　表一1で BS5400 ［1］と DIN ［2］の 溶接鉄筋網 に お ける 疲労強度 を比較 した。こ の 表 よ り明 らか な

よ うに、溶接鉄筋は慎重 に取 り扱われ て い て 、そ の 疲 労 強度 は、か な り安全側 に評価され て い る

こ とが分かる 。こ れは溶接鉄筋 の 疲労強度 に関す るデー
タが 少な い か らで あろ う 。 代表的な研究

と し て 、主 鉄筋 に ス タ
ー

ラ ッ プが 仮 付け溶接 に よ っ て 溶接され る と、主 筋 の 疲 労 強度 は約 35％

程度低下す る こ とを 明 らか に した Burton ら の研究が ある ［3］。 日本にお い て も、溶接 鉄 筋網 は

橋梁 構造 以外の 、疲労が 問題 と な らな い RC 構造に、　 IISG3551 「溶 接金 網」 が制定さ れて い る

こ ともあ り、積極的に 採用 され つ つ ある。最近 、建設省土木研究所は 「ス ポ ッ ト溶接 した鉄筋 の

疲 労試 験 」と題 す る研 究報告 を発表 し 、 そ の 疲労強度は設計値 ｛コ ン ク リ
ー ト標準 示 方 書 （土 木学

会）｝の 50％ を下回 る こ とが 　　表
一1 溶 接鉄 筋 （鉄筋網）の 疲労強度に 関す る設 計規準 の 比較

な い こ とを明らか に し て い

る ［4］。

　筆者 ら も 、溶接鉄筋 の 疲

労強度を明ら か にす る た め、

異形鉄 筋 自身 と軸十字溶接

鉄筋 に関す る 引張 疲労試 験 、

溶接 部 の疲労 強度 を知 るた

め の 小形 は りを 用 い た曲げ

疲労試験お よび 実床版構造
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を モ デル 化 した は りの 曲げ疲労

試験を実施 した 。

　 こ こ に、それ ら の結果 を報告

し 、 溶接金網の 橋梁床版 へ の 適

用性を示唆する も の で あ る。

　 2 ．試験体の 種類 と試験方法

　試験体の 種類 は、次 に 示す 3 種

類で あ る。そ の 内容 と コ ン ク リー

トの 強度特性 を表一2〜4に 示 す。

1 ） シ リーズ 1 ： 異形 鉄筋単体

および軸 十字溶接鉄筋 の 引張疲

労試験。異形 鉄筋径お よ び溶接

方法 ｛（アー
ク

・シール ドア
ー

ク

・抵抗）溶接 ｝ ．溶接条 件 〔（通 常

・弱）溶接 ・横 方 向筋除去｝、溶

接箇所 （節 ・面・リブ の 6 種類 の 組

合せ）を変化 さ せ た。

表一2 試験 体 1の 種類

シリ
ーズ 1 〔異形鉄筋 自身お よび 軸十字溶接鉄 筋の 引張疲労試験 ）

タイプ 鋼 種 直径（皿 ） 試験体 溶接条件 溶接箇所
Ll

SD295ム 皿3
母材 一 一

ASD345D
ユ6

BSD295
直Dl3＋D13Dl6

＋D16
溶接 鉄筋 通常

2 ， 考慮 して い な い

SD345

通常 節
一節 節一面 面

一
節 面

一
リブ 面

一面 リプ
ー

堕ブ

CSD345D16 ＋D16 溶接 鉄筋 除去
3 距 一

節
一

面 面
一節

一
面
一

面
一

弱
1， 一 節一面 面

一
節

一 面一面
一

1）溶接箇所 ：

2）通常 ：溶接鉄 筋交点 の せ ん 断強 度が 15
3）除去 ：通常溶接後 に横方 向筋 を除去した も の 、
の 弱 ：溶接鉄筋交点 の せ ん 断強 度 が 50

（軸方向引張鉄筋）
一（構方向鉄筋 ）を指す （図一1を参照）、

　　　　　　　　　　　　O 即  
2
程度の溶接強度 をもつ もの 、

　　　　　　　　　　　　 N／ 
2

程度の 溶接強度 をも つ もの ．

表一3 試験体 llの 種類 と コ ン ク リ
ー

トの 強度特性

表
一4 試験体 皿 の 種 類 と コ ン ク リートの 強度特性

2） シ リ
ーズ H ： 小形 は り曲げ疲労試

験。 コ ン ク リー ト内に あ る 1 本の 溶接

鉄筋の 疲労強度を正確 に知 る ため 。

3 ） シ リ
ー

ズ 皿 ：床版の 一部を取 り出

した は りモ デル に よ る 曲げ疲 労試験 。

　こ こ で 、溶接条件 の 「通 常 」 と は
一

般 的な 溶 接 条件 で 抵抗溶接さ れ たも の 、　「除去」 とは通 常

の 溶接 条件 で 溶接 し た 横方向筋 をせ ん断力 を作 用 さ せ て 取 り除い た も の で あ り、形 状は母 材 と同

じ で 、熱影 響が残留 して い る もの 、　「弱」 と は溶接鉄筋 網の 溶接 点が 運搬途 中に破断しな い程度

の も の （鉄 筋 交点 の せ ん断強度を通常 の も の に比 べ て 1／3に落 と した もの ）で ある 。

　各 シ リ
ーズ の 試験体の 形状・寸 法を図

一1〜3に示す 。 表一4に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

示 した シ リ
ーズ HIの 試験体で は、上下 の 溶 接金網 の 間 に ス タ　

一
ラ 。 プ の 代わ りに鞴 で 造 。 た トラス 筋を挿入 した。平面

・ラ ・ は上 下 ・ 弦材 が そ れぞれ 1 本・ 、斜材が ・面… で

ある。立体 トラ ス は上弦材が 1 本 で ・下 弦材が 2 本 とし ・ 斜 図一1 引張試験体 の 形状 （シリ
ー
ズ D

材 も 2 面と した も の で あ る。

シ リーズ皿 （床版 の
一

部をモ デル 化 した は り の曲げ疲労試験）

弼プ 試験体名 トラ ス筋 溶接条件 試験条件 コ ン ク リートの 強度特性

皿 一A−1 通常

A 皿
一A−2 立体 トラス 弱

1段繰返 し載荷

（
一

定応力試験）

f。レ・3830 凹／ 
2

E。＝38．17x105闢／c皿
2

皿 一ムー3 グリ ツ ブ
D

B 皿一B 立体 トラ ス
通常

多段繰返し載荷

（変動応力試験）

f〜34370 闢！ 
2

E。乙35．55x105　H／cm2C 田一C 平面 トラ ス

1）グリッ プ ：溶接 を しない で鉄筋交点を定着 させ るた め の高強度鋼線製の 金具。

1讐鸞轟韈騨≡召 掴
kN油圧サ

ーボ形疲労試験機を 用 い て 、下限荷 重 を

5kNに 保 持し ．上 限荷重 を種 々 変化 させ て 実施 し

た。また、シ リ
ーズ皿 の B ・Cタイ プは多段繰返 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圧縮鉄筋（2−Dle）八．°．1427cm ’

　　　　　　　　 （皿凪）　　　　　　弓1蜘 （乳
一D16）　A。　51　9SSamt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ターラ ツ ブ筋 （φ6）

図一2 小形は り試験体 の 形状 寸法 （シiJ一ズ ll）
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載 荷で 疲労 試験 を実施

した 。荷重設定 の ス テ

ッ プ 1 は 、 床版で の設

計荷重下 にお い て 発生

す る 主鉄 筋応 力 と同等

の 応 力を モ デル で発生

させ る荷重 で ある。ス

テ ッ プ 2 は主筋 （引張

側） の 許容 応 力度 の ひ

ずみ変化範囲 （△ ε ）≒

70Qμ に な る よ うな荷重、
　　　　　　　　　　　　
ス テ ッ プ 3 は同 じく ≒

100・。 ｝・なるよ う嫡 　 　 凾
重 で あ る 。こ れ ら多段

1鰹llll　 綱霾
欝 鸞

るた め

　 　 　 　 醤
　　　　　　　　　　　　　

灘 蠶隷
察

　 （・m・

　　　 （シリ
ー
ス

91

）
　　　　　　　　　　　　　　 図一3 は り試験 体 の 形 状寸 法 （シ：J　一ズ 皿、A・Bタイプ ：Cタイプ〉
　 （1）溶接方法 の 影 響

　図一4は、D16m皿 の 異形鉄筋単体 と、溶 接方法 を変化さ せ て軸 十字に横方 向鉄 筋を溶接 し た異形

鉄筋 の 疲労強度を比較 した S − N 図で ある ，溶接鉄筋の 疲労 破断 の部位はすべ て 溶接部で あ っ た。

さて、異形鉄筋 自身 の 疲労 試験結果 に 比べ て 、 3種の 溶接鉄筋 （抵抗 ・
ア
ー

ク
・シ

ー
ル ドア

ー
ク

溶接 ） とも S − N 関係の 傾き がき つ くな り、高サ イ クル領域 におい て 疲労強度が低 下 した 。 200

万 回 の時間強度で 比較す る と、異形鉄筋母材 の 結果に 対 して 、約 20％〜25％低下 した。ただし 、 3

種類 の溶接方法の 違 い は明確 で な い 。

　 （2） 鉄筋 直径 の 影響

　図 喝 は 、 溶接鉄筋の鉄筋直径の 違 い を比 較し た もの で ある 。直径D16m 皿の 溶 接鉄筋 で は ほ と ん

どが 溶接部で 破 壊 したが 、直径 D13皿皿の も の で は疲 労 破壊 は溶接部 と溶接 部か ら離れ た軸部で 観

察され た。この囲 よ り明 らか なよ うに 、軸部 の 疲労破壊 を示 した直径 Dl3mm の データ （■ 印） は、

母材の 試験データ （●、▲ 印） とよ く
一

致 して い る 。一
方 、溶接部の 疲労破壊 を示 した もの （○ 、

△ 印）は 、 S − N 曲線 の 傾き が き つ く な り、高サイ クル領域で の 疲労強度が極端に低 くな っ て い

た。直径Dl　3mm母 材の 疲労強度は 、若 干 で はあ るが、　Dl6mmの も の よ り高 い N の 値 を示 して い た 。

こ れ は材質 の 違 い と 考 え られ る 。材質 の 違い は溶接 には影響は な い も の と考え られ る 。

　（3）溶接箇所 お よび溶接条件の 影響

　 続 い て 、溶接鉄筋の疲 労強度に及 ぼす 溶接箇所および溶接条件の 影 響 を明 らか に する ため に行

　 ［亟 ヨ

　　綱il9
醤
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丶
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憙
餮
の

丶
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Φ

署
り
晦
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』のの

鹸筋直径 ，ゆ16 ， ”16凹
廓oo

300
丶

ズ

▲
耀

●

200
＼

●

『
津シ讐

一ズ 釜 議 ・B ヨ イプ （醐 邑 纏  ，

鉄 験 体　　　 確晒滴駈 記嚇 纏 、、
毋材 《貫醐 ； D 田 〕 軸障 ■

嚇十甼盤   曇 膺麟 醉 胃

軸十宰 ア
ー
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　 　 　 　 　 　 liUtber　ot　crclas　LO　failwe （N）

図
一4 溶接方法 の 比較 （シ1）

一ズ LA ・Bタイプ）

≧）

き
芻

鎧朋中

400
鹸鮖置径 説 6 脅琺 6四

、、　1　9　　、　　暫、
300

篭
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、、噛
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、魑
　
、階　　噛

ゆ

轟

φシリ
ーズ 藷 ；C 卒イブ 儲 接箇所｝

　、

曳 、晒験体 儲 飜 件） 記号 繊 ▼、
通慮溶蜜 o 噛驢

回磆藤 ｝ L一齟一．一．一畠，．．鹽幽

loo
全デ

ー
タ

9晴償瓢
　

lo，　　　　　　 los　　　　　　 lo‘　　　　　　 iOつ

　 　 　 　 　 　 Nu−ber　 ot　cycles　 to　faiLure（N）

図
一6 通 常溶接の S−N関係 （シll一ズ LC タイプ ）
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濠．

400

300

200
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シリ
ー
ズ 1 二 A・旦タイブ 値 径，

　 ●
ぐr、、1q

賦 験 体　 　融斯蟹醗　 号 鹸

D 聰 6 〔毋材〕　　 馳郎 ●
く丶、

Dla 〔脚匪鞫換｝ 癬縦 5o
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皇o曝 10昏　　　　　　 塁o‘　　　　　　 10？

　 　 　 　 　 　 ll““ber　ot　cycles 　to　teiLure（H）

図
一5 鉄筋直径の 比較 （シリ

ーズ 1，A・B列 プ）

400
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　 104　　　　　　　 10s　　　　　　　 tos　　　　　　　 lol

　 　 　 　 　 　 　 　 麗Utber 　of　cvcles 　Le　fai】llre （N）

図
一7 横方向筋除 去 の S−N関係 （シリ

ーズ 1 ，Cタイプ）

っ た C タイ プの 結果 を考察 す る 。

　pa−6〜8は、シ リ
ー

ズ 1、C タイ プの す べ て の ↑

疲労試験データか ら得た S − N 線 と、溶接条件　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り

（通常 ・除去 ・弱） ごと に分類 し た結 果 とを比較　謬

した も の で ある 。なお、こ の タイプ で は鉄筋相　晝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 oq

互 の 溶接 箇所 も実験 パ ラ メ
ー

タ と して 含め て い

たが 、溶接箇所の 違い は明確 に 出現 しな か っ た

の で 、そ の 区 分は省略 した。こ れ ら の 図中に 示

さ れ た 実線 か ら明 らか な よ う に 、全試験 デー
タ

と の 比較に お い て 、通 常溶接と 弱 溶接の 疲労強

鴨、　、　　气、

鰤 直径　Oi6＋阻 6 
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図
一8 弱溶接の S−N関係 （シ臣ズ 1、C列 プ）

度 の 結 果 は高サ イ ク ル 領域 に お い て 若干 高 い 傾 向 、逆に 除去 の 疲労強度 は高サ イ ク ル 領域 に お い

て 若干低 い 傾 向が見 られ る。また ．弱溶接 の 試験 データ の バ ラ ッ キ は通 常溶接 の もの よ り小 さ い ．

　 3．2 小形 は りの 曲げ疲労 試験 （シリ
ーズ E）

　溶接条件が異な る ご と に、軸十字溶接鉄筋 の 引張疲労試験で ある シ リ
ーズ 王、C タイ ブの結果

と小形は り試験結果 （× 印） と を比較 した もの を図一9〜 11に示す。こ れ ら の 小形は り試験で の 疲

労破 壊 の 部位 はす べ て溶 接部 で あ っ た 。こ れ ら の 図よ り明 らか なよ うに 、は り試験 結果 は少な い

が、総 じて 、引張試験結果 の 中央値 （園帰線） の上側 に分布 した。よ っ て 、コ ンク リー ト中の 溶

接 鉄筋 の 疲労 強 度 は、引張試験結果で 安全側 に 評価で き る と言 える。小形 は り試験 にお い て 引張

側 主鉄 筋 の 応 力範 囲 （△ σ ） が 180N／mゴで 複数体の 試験 を実施 したが、いずれ の 溶接条件 に対 し
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図
一9 小 形 は り試験の S−N関係 （シiJ一ズ H 、通 常）
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　図
一11 小 形 は り試験の S−N関係 （シリーズ ll，弱）

て も、500 万 回 の 繰返 し 回数 （N）で は 疲 労破壊 し

な い こ と を確認 し た。

　3．3 橋梁床版 の
一

部 を取 り出し たは りモ デル

　　　　の 曲げ疲労試験 （シリーズ 皿）

　表一5〜6に シ リ
ー

ズ 皿 の A タイ プと B ・C タイ

プの荷重 設定・履歴 と破 壊 回数をそれ ぞれ 示す。

こ れ らの 表 よ り、主筋の 実測ひ ずみ 変動 範 囲が

1200μ の 試験結果に お い て 、溶 接条 件 が鉄筋の

疲労強度 に 大 き く影響 を及 ぼすこ と が分か っ た。

溶接 鉄筋 に お け る 弱溶接の 有 用性 が確 認で きた 。

　図
一12 に シ リーズ 皿、A タイ プの 試験結果を

示 す 。 は り試験 結果 は、いずれ の 溶接条件 に お

い て も 、同図に示 され て い る軸十字溶接鉄筋 の

引張 試験 結果 の バ ラツキの 上 限に位置 して い る

こ とが分か る 。 図一13 は 、抵抗 溶 接で 軸十字 に

溶接さ れた異 形鉄 筋の 引張疲 労試 験結 果 を図示

し た も の の 上 に 、変 動繰 返 し載荷 の は り疲労試

験結果を マ イナ
ー

則 を使 っ て 換算 し て プロ ッ ト

し た も の で あ る 。 こ の 図よ り明 らか な よ うに、

f3
§
1，

寡　 一

　 　 十

　 　

　 　

　 　
　 　
　 　

　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 聾凹   　of 　qvalSt 　tO　ttilwe 　（tt｝

図
一10 小形は り試験 の S−N関係 （シリ

ー
ズ 1 、除去）

表
一5 荷重設 定 と破壊回数 （シリ

ーズ 皿、Aタイプ）

試験体i倣 Pm量 。（圓 ）P＿（kN） △ P（団 ）湘（x109 破 壊形状

iA5 ．O105 ．010D ．045 ．0
『

主筋溶蟄部

1 駐 〃 97．592 ．5620 ．O 破壌 せず

田
一貞一1i

　　　iG
（通常

〃 42．837 ．8200 ，0 破壌せ ず

iD一ユ 〃 64．759 ．7200 ．O 破壌せ ず

溶接）ト
・……

　 　 ： D−2 〃 103．498 ，458 ．O 主 筋溶接部
…

lA 〃 105．O100 ．0130 ．0 主筋溶接部

iB 〃 97．592 ．5200 ，0 破壊せず

皿
一A−2i

　 　 　l　 C
（弱　

’
　　　1

〃 42．837 ．8200 ．0 破壊せず

： D−1 〃 64．759 ．7200 ．0 破壊せず

溶接）トー…
　 　 1 卜2　　 ， 〃 103．498 ．469 ．8 主筋溶接部

iA 〃 1G5．0100 ．O200 ．O 破壌せず

iB 〃 97．592 ．5200 ．O 破壊 せず
皿 一A−3i
　 　 　 ： C 〃 42．837 ．8200 ．0 破壊せ ず

（グリ i
　 　 　 lD −1 〃 64．759 ．7200 ．0 破壊せ ず

リブ）ト
．……

　　iD−2 〃 103．498 ．4102 ．3 主 筋溶接部

A ：主 筋の 実測ひ ずみ 変動範囲が≒ 1200μ で あ る荷重 を設定、
B ；主筋の 実測 ひ ず み変動範囲が ≒800μ で あ る荷重を設定、
C ：主筋 の 実測ひ ず み 変 動範 囲 が ≒ 571μ で ある 荷重 を設定、

D−1 ：主筋 の 実測ひ ずみ変動範囲が ≒ 600μで ある 荷重を設定、
D−2：主筋の 実測ひ ずみ変動範囲が ≒ llOOμ で ある荷重を設定。

表
一6 荷重 履歴 と破壊回数 （シリ

ーズ In、　 B・C列 プ）

試験体iステげ P皿1。（田 ）Pm。．（kN）△ P（姻 ）N（x104 ） 破壊形 状

111 レ

乙

5．049 ．o4 生 o100 ．0 破壊せ ず

　 　 　 ■曾
皿 一B−1i 卿 〃 84．O79 ．0200 ．0 破壊せ ず

；3・ 1
〃 102．097 ．o40 ．9 主 筋溶 接部

i2 〃 84．O79 ．0lOO ．0 破壊せ ず

皿 一B−2ト…
　　　i3 〃 102．097 ．o50 ．o 主筋溶接部

皿
一B−3i　 3 ” 102．097 ．0300 ．0 主 筋溶接部

i1 〃 49．044 ．o100 ．0 破壌せ ず
皿一C−1トー
　　　i2 〃 84．079 ．070 、o 主筋溶接部

i2 〃 84．O79 ．0100 ．0 破壊せ ず

皿
一C−2i…・．…

　　　13 〃 102．O97 。o10 ．O 主筋溶接部

皿
一c−3i　 3 〃 102，097 ，070 ．0 主筋 溶接部

1）ステリプ1：

2）ステップ2 ：

3）ステジプ3 ：

設計荷重 （主筋の み を考慮 した計算 上 の算定値）、
主筋の 実測ひ ず み 変助 範 囲が≒ 700 μで ある荷 虱

主筋の 実測 ひずみ 変動範 囲が ≒ 1000μ で ある荷重。
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図一13 は り試験 の S−N関 係 （シリ
ー
ズ M ，B・Cタイプ）

は り試験結 果 は 引張疲労試験デー
タ の 中央値 を境と し て 上 側 に プ ロ ッ トす る こ と がで き、引張試

験 デ
ー

タ の バ ラ ツキ の 範 囲 内 に お さま っ て い る 。よ っ て 、こ の 試験結 果 か らも コ ン ク リー ト内の

溶接鉄 筋 の 疲 労 強度は 、引張 試験 結果 で 安全 側に評価で き る と言 え る 。ま た 、 コ ン ク リ
ー

トは り

にお い て も マ イ ナ
ー

則 が 適用 で き る も の と考 え られ る。本シ リ
ーズ の B ・C タ イ プ の S − N 図か

ら推定 され る 107 回時間強度 は 150N／m皿
2

で あ り、許 容応力度法で 設計す る 溶接鉄筋 は疲 労 に

対 し て十 分安全で ある と言え る。

　 4 ，結論

　今回 の 溶接鉄 筋 に関す る 一
連 の 疲労 試験結果か ら 、 次 の よ うな こ とが 明ら か に な っ た。

1） 引張疲労試験 （シ1）一ズ D に お い て 、溶接 鉄筋の 疲労強度 に 及 ぼす溶 接方 法 の影響は 確認で き

なか っ た。また、溶接箇 所 は溶接 鉄筋の 疲労 強度 に影響 を与え ない こ とも明 らか にな っ た 。

2）小形 は り試験 （シIJ
一
ズ ∬）に お い て ，小 形 は り 試験 結果 は、軸十字溶接鉄筋の 引張 試験 結果 の

中央値の 上 側 にあ り、また そ の バ ラツ キ の 範 囲内に あ っ た。こ の こ とよ り、溶接鉄筋の 疲労強 度

は引張 試験結果で 安全 側 の 評価 を して い る と判断で き る 。小 形 は り 試験 結果 か ら溶接鉄筋 におけ

る弱溶接 の 有 用 性が確認 で きた。

3） はり試験 （シ1〕
一ズ皿）にお い て 、 B ・C タイ プの 試験 結果か ら 10T 回 の 時 間強度 を推定 す る と

150N／皿
2

とな っ た 。 よ っ て 、実 床版 に溶接鉄筋を使 用 して も疲 労強度 に 対 し て 十 分安 全 で あ る

こ とが 確認 で き た 。 A タイ プの 試験 結果か らも、溶接鉄筋に お ける弱溶接 の 有用性が確認 で きた。

また、変動 繰返 し載荷で 行 っ た結果 を マ イ ナ
ー

則 を使用 し て 、ある 1 つ の 段階の 応力度 に換算 し

て 等価繰返 し数 を求 め、 S − N 関係図にプ ロ ッ トす る と、単
一

段階で 実験 した結果 とほぼ一
致 し、

コ ン ク リー ト内の 異 形鉄 筋 の 疲 労 に関 して マ イ ナ
ー

則が 成立す る と言え る。
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